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1･　前報で, も めん綿 と合繊綿 とを比較して綿の厚さ

回復性に対する空気，水分，熱の影響を検討したが，最

近は合成繊維の中空繊維やコンジュゲート繊維が出現し

た ので，天然繊維 と比較して，綿の厚さ回復 性 を 検 討

し ， もめんの中空の影響を調べる目的 である。

2.　試料 としては，も めん綿，パンヤ綿，エ クスラン

綿（ コンジ ュゲート）, ウール綿， エアロ ―ル綿（中空

繊維）， 実験方法は前報 と同様に，圧縮荷重10  g/cm2 を

１昼夜かけ除重 して１昼夜放置し た試片につい てニ4 種

の実験をした。試片は10 ×10cm で，重 さは実験 の都合

で5  -log. 厚さから比容積を求めて，その変化 を検討

した。

3･　厚さ調整後の比容積は，もめん綿は非常に小さい

が，合 繊綿はも めん綿の3 ～4 倍もある。普通状態で約

60°Cに３時間加熱 すると， もめん綿 ， パ ンヤ綿 は厚さ

が増すが，他はあまり増さない 。給 湿，脱湿，真空 乾燥

によ り，も めん綿，パン ヤ綿は厚さが増すが，同じ中空

繊維 のエアロール綿は，他の綿 と同様にあま り 増 さ な

い 。真空時の加熱では， もめん綿，パンヤ綿， ウール綿

は 厚さが変化しないが，合繊綿は厚 さが著し く 減 少 す

る。合繊綿は，瞬間弾 性回復率が大きい ので，中空の有

無 に無関係に，加熱，給湿，脱湿などで回復する残留歪

が少ない こ とが，もめん綿，パンヤ綿 と同じ ように厚さ

の増大しない原因であ ると考えられる。


